
航空連合成田では、7月30日（水）に千葉県庁に対して、職場の声を
もとに作成した政策提言を提出し、以下の受け止めが示されました。
した
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（抜粋）

・航空・空港業界への人手不足対応について
成田国際空港株式会社等がおこなう採用活動・職場環境の改善や
生産性向上に資する取り組みを支援するとともに国としても計画
的に取り組むこと、またインバウンドに対応するCIQ（Customs
（税関）、Immigration（出入国管理）、Quarantine（検疫））
について入国手続きに相当な時間を要していることから、CIQ人
材の確保育成に取り組むことを先日、国土交通省に要望した。

・今後の成田空港の施設面の機能強化について
検討会が新たに設置され、千葉県からは新貨物地区の着実かつ計
画的な整備や鉄道アクセスの充実などの検討を進める事について
要望している。

・成田空港内・周辺地域に航空会社の総合訓練施設設立について
今年6月に公表した「成田空港エアポートシティ構想」において空
港周辺エリアに4つのゾーンを設定し、その1つとして航空宇宙産
業を中心とした先端産業拠点等の集積ゾーンとしている。

「政策実現総行動」は、次年度予算概算要求・税制改正へ航空連合の要望を反映させるため、
例年6～8月に本部・地方組織が一体となって集中的に政策実現に取り組む行動です。

千葉県庁

（抜粋）
・地域への魅力発信について
昨年の9月に成田空港の第1ターミナル到着階に千葉県の観光情報窓口を開設した。成田空港周辺地域をまず知って
もらうことが非常に大切と認識している。少しずつ使っていただき地域の魅力をご紹介していきながら地域の魅力を
広げていきたい。

・外国人住民の生活マナーについて
外国人の方に日本の生活ルールやマナーを守っていただくため、生活ガイドブック「ハローちば」を多言語で作成し
HPに掲載している。さらにガイドブックや国の外国人向け生活オリエンテーション動画を紹介するチラシを市や町
に配布し、外国人住民に生活ルールやマナーを学んでいただけるよう努めている。
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左から）航空連合成田 佐藤会長、
千葉県商工労働部雇用労働課田沼副課長
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